
平成 28年度

花輪線利用促進協議会

通…常 総
△
菖

荒屋新町～小屋の畑

日時 :平成 28年 7月 11日 (月 )午後 1時 30分

会場 :エスポワールかづの



次 第

1開 会

2挨 拶

3議 事

(1)報告第 1号  平成 27年度事業報告について

.ヽ     (2)認 定第 1号  平成 27年度収支決算について

｀
    (3)議 案第 1号  平成 28年度活動方針及び事業計画 (案)について

、(4)議案第 2号  平成 28年度収支予算 (案)について

(5)議案第 3号  役員の改選について

4 その他

5 閉 会

・情報提供 東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社

営業部販売促進課 観光開発課長 松倉 幸道 氏
「青森県・函館デスティネーションキャンペーンについて」



報告第 1号

平成 27年度 事業報告

月  日 事 業 実 施 内 容

6月 17日
幹事会の開催 (場所 :鹿角市文化の社交流館「コモッセ」会議室)

・総会の案件について

6月 29日

平成 27年度通常総会

(場所 :鹿角市文化の社交流館「コモッセ」会議室)

(1)報告第 1号 平成 26年度事業報告について

(2)認定第 1号 平成 26年度収支決算について

(3)議案第 1号 平成 27年度活動方針及び事業計画 (案)について

(4)議案第 2号 平成 27年度収支予算 (案)について

10メ}26日

花輪線利用促進イベント情報チラシ製作及び配布

・花輪線の利用者増カロを図るため、沿線で行われるイベント情報を掲載し

たチラシを4,000枚製作し、会員を通じ、駅や公共施設等へ配置した。

通年

協議会ホームページ「花輪線に乗ろうよ !」 の管理

・閲覧 (H27.4.1～H28.3.31)    
｀

アクセス数 20,603件 (前年度比+2,702件 )

0花輪線応援団つぶやきへの新規登録数 2件

累計 (H28.3.31現在)応援団つぶやき登録 14件

応援団ブログ登録  23件
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<参考 :会員各団体の取り組み>
【」R東 日本盛岡支社】

・駅からハイキング「緑あふれる春の花輪をめぐる」(4月 1日 ～ 6月 30日 )

・臨時列車「花輪ばやし号」(8月 19日 )

・駅からハイキング「鉱山城下町・鹿角花輪の歴史を感じる」(10月 1日 ～12月 24日 )

【八幡平市】

・通学定期券購入費補助金交付事業 (通年)

【鹿角市】

・駅からハイキング「緑あふれる春の花輪をめぐる」(4月 1日 ～ 6月 30日 )

・駅からハイキング「鉱山城下町・鹿角花輪の歴史を感じる」(10月 1日 ～12月 24日 )

・花輪線 “彩発見"ツアー「鹿角の素材を満喫ツアー (鹿角の蕎麦と町を楽しむ)」 (3月 )

【小坂町】

.0アカシアの香り漂う明治の町ウオーキング (6月 14日 )

【滝沢市・滝沢市観光協会】

・当協議会ホームページ「応援ブログ」「応援つぶやき」の利活用  (通年)

・観光・物産関連情報発信事業  (通年)

【IGRいわて銀河鉄道婦】

・銀河鉄道まつり (10月 17日 )
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科  目 予算額 決算額 比 較 説 明

1負担金 380,000 380,000 0 正会員負担金

盛岡市              90,000
滝沢市              30,000
人幡平市             90,000
鹿角市              80,000
大館市              90,000

2繰越金 105,433 105,433 0 H26年度繰越金

3雑収入 567 54 △ 513 預金利子

計 486,000 485,487 ∠ゝ 513

認定第 1号

(収入の部)

(支出の部 )

平成27年度 収支決算

(単位 :円 )

(単位 :円 )

【収入額】485,487円 一 【支出額】319,032円 =166,455円

科  目 予算額 決算額 比 較 説 明

1会議費 10,000 3,840 △ 6,160 総会・幹事会時お茶代

2事務費 30,000 11,804 △ 18, 196 全国鉄道整備促進協議会負担金    10,000
振込手数料・切手代         1,804

3事業費 440,000 303,388 ∠ゝ 136,612 ホームページ管理委託料

イベント情報チラシ製作料

チラシ配送料、振込手数料ほか
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4予備費 6,000 0 ∠ゝ 6,000

計 486,000 319,032 ∠ゝ 166,968
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会 計 監 査 ‐報‐‐告

平成 27年度花輪線利用促進協議会会計収支決算について(関係帳簿 1書類等

を照合審査した結果、その内容は適正なものと認めます。

平成 28年 6月 29日

花輪線利用促進協議会

鱈越相_:二墨〆孟:遂
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花輪線は、沿線住民の生活の足として、また、十和田八幡平国立公園や安比高原など沿

線地域の主要観光地へのアクセスレールとしての役割を持つ、当地域における総合交通体

系の核となる重要な存在です。

しかし、沿線の人口減少、少子化による学生人口の減少、自家用自動車の普及など様々

な要因により、利用者数は年 減々少を続けています。

このような状況の中で、花輪線の利用を促進する事は、沿線住民の生活路線の確保及び

沿線地域の振興を図る上で、非常に重要な課題となつております。

また、今年は十和田八幡平国立公園がそれぞれ指定80周年60周年の節目を迎えました。
このことから、「十和田八幡平四季彩ライン」の愛称を持つ花輪線として、この機を有効活   ・

用し、沿線地域の観光資源も含めた情報発信を進めて、外国人も含めた観光客の利用拡大

を図つていく必要があります。

こうした′点を踏まえ、平成28年度の活動方針は、次のとおりとします。

さまざまな機会をとらえ、情報発信することにより花輪線への関心を高め、沿線市町村の相互

交流と利用客の増加を目指します。

2 事業計画

(1)花輪線PRチラシの作成

十和田八幡平国立公園指定記念のほか沿線自治体のイベントや観光スポット、名所、

旧跡などを掲載したチラシを作成 し、駅や公共施設等に設置する。

(2)幹事会の開催

協議会の目的を達成するために実施する事業の企画・運営のため、必要に応じて開

催する。

(3)協議会ホームページの管理・運用

ア)事業概要

協議会ホームページで、協議会及び沿線市町村の観光スポットやイベントの情報

を発信する。また花輪線応援団の情報等を管理する。

イ)管理体制

ホームページを適切に管理するため、専門知識を有する業者に管理を委託する。

(4)情報発信

ホームページに掲載できなしY情報や会員間で共有する必要な情報等について、事務

局から会員に情報発信し、共有する。
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<参考 :会員各団体の予定される取り組み>
【八幡平市】             ‐
0通学定期券購入費補助金交付事業

■ 【鹿角市】

・駅からハイキング「鉱山城下町・鹿角花輪の歴史を感じる」(4月 5日～6月 30日 )

・十和田八幡平国立公園指定8060キャンペーンの開催

【JR東日本盛岡支社】

・駅からハイキング「鉱山城下町・鹿角花輪の歴史を感じる」(4月 5日 ～6月 30日 )

【小坂町】
・ローカル鉄道・路線バス乗継の旅 (4月 1日 ～11月 30日 )

【IGRいわて銀河鉄道】
・銀河鉄道まつり2016 (10月 15日 )

【滝沢市E滝沢市観光協会】
・当協議会ホームページ「応援プログ」「応援つぶやき」の利活用 (通年)

・観光・物産関連情報発信事業  (通年)
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議案第 2号

(収入の部)

(支出の部)

平成28年度 収支予算 (案)

(単位 :円 )

(単位 :円 )

科 目 27予算額 28予算額 増 減 説  明

1負担金 380,000 380,000 0 正会員負担金

盛岡市             9o,ooo
滝沢市             30,00o
人幡平市           9o,ooo
鹿角市            80,000
大館市             9o,ooo

2繰越金 105,433 166,455 61,022 H27年度繰越金

3雑収入 567 545 ∠ゝ 22 預金利子 等

計 486,000 547,000 61,000

科  目 27予算額 28予算額 増 減 説  明

1会議費 10,000 30,000 20,000 会議お茶代等

2事務費 30,000 30,000 0 全国鉄道整備促進協議会負担金   10,000

事務費 等

3事業費 440,000 476,000 36,000 ホームページ管理委託料     248,000
チラシ作成           228,000

4予備費 6,000 11,000 5,000

計 486,000 547,000 61,000

※科 日間の流用を認めるものとする。
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平成28年度負担金算出基礎

(A)人 口割 (平成22年国勢調査による市町村の人口に応じた負担)

区分 金額 (円 )

5万人未満 30,000

5万人以上10万人未満 40,000

10万人以上 50,000

注)準沿線市である滝沢市は、半額とする。

(B)距離割 (市町村に敷設されている線路延長に応じた負担)

区分 金額 (円 )

l km以上10km未満 30,000

10km以上50輸床満 40,000

50km2人」L 50,000

(C)平等割    10,000円

市町村名

負担金 (単位 :円 ) 基礎数値

人 口割

(A)
距離割

(B)
平等割

(C)
合計

lA3+(3)+(C)
人 口

(単位 :人 )

線路延長
(単位 :km)

盛岡市 50,000 30,000 10,000 90,000 298,348 4.0

滝沢市 注)20,000 0 10,000 30,000 53,857

八幡平市 30,000 50,000 10,000 90,00C 28,680 52.8

鹿角市 30,000 40,000 10,000 80i000 34,473 28.0

大館市 40,000 40,000 10,00C 90,000 78,946 22.1

合  計 170,000 160,000 50,000 380,000 494,304 106。 9

-8-



議案第3号

役員の改選にづいて 4事務局案■

役職 所属団体名 氏名

会長 人幡平市 田 村 正 彦

副会長 鹿角市 児 玉   一

監事 滝沢市 柳 村 典 秀



Il

参考資料

参考 11 花輪線利用促進協議会役員 :会員名簿

参考 21 花輪線利用促進協議会規約

参考 31 JR花輪線乗客数の推移

JR花輸繰路線距離等詳細
‐ ・



参考 1

花輸線利用促進協議会役員・会員等名簿

役 員

役職名 職 ・ 氏 名

会 長 鹿 角 市 長 児 玉

副会長 八幡平市長 田 村 正 彦

監 事 大館 市長 福 原 淳 嗣

正会員 (8団体)

岩手県知事 達 増 拓 也
T020-8570

盛岡市内丸 10番 1号

秋 田県知事 佐 竹 敬 久
〒010-8570

秋田市山王三丁目1番 1号

盛岡市長 谷 藤 裕 明
T020-8530

盛岡市内丸 12番 2号

滝沢市長 柳 村 典 秀
T020-0192

滝沢市中鵜飼 55番地

八幡平市長 田 村 正 彦
T028-7192

人幡平市野駄第 21地割 170番地

大館市長 福 原 淳 嗣
T017-8555

大館市字中城 20番地

鹿角市長 児 玉   一
〒018-5292

鹿角市花輪字荒田4番地 1

東 日本旅客鉄道株式会社

執行役員盛岡支社長
大 内   敦

T020-0034

盛岡市盛岡駅前通 1番 41号
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参考 1

賛助会員 (16団体)

大鰐町長 山 田 年 伸
T038-0292

南津軽郡大鰐町大字大鰐字羽黒館 5番地 3

小坂町長 細 越   満
■-017-0292

鹿角郡小坂町小坂字上谷地 41番地 1

北秋 田市長 津 谷 永 光
〒018-3392

北秋田市花園町 19番 1号

上小阿仁村長 小 林 悦 次
T018-4494

北秋田郡上小阿仁村小沢田字向川原 118番地

盛岡商工会議所 会頭 谷 村 邦 久
T020-0875

盛岡市清水町 14番 12号

大館商工会議所 会頭 中 田 直 文
■
‐017-0044

大館市御成町 2丁 目8番 14号

かづの商工会 会長 柳 澤 隆 次
〒018-5201

鹿角市花輪字柳田 14番地 1

公益財団法人盛岡観光

コンベンション協会 理事長
谷 村 邦 久

丁020-0871

盛岡市中ノ橋通 1-1-10 フ
゜
ラサ

゛
おでつて 4F

IGRい わて銀河鉄道

株式会社 代表取締役社長
菊 池 正 佳

■
~020-0066

盛岡市上田一丁 目2番 32号

滝沢市商工会 会長 阿 部 正 喜
〒020-0172

滝沢市鵜飼御庭田 92-3

滝沢市観光協会 会長 藤 倉 喜久治
T020-0192

滝沢市中鵜飼 55番地

大館北秋商工会 会長 吉 原 秀 吉
丁018-5701

大館市比内町扇田字新大堤下 93-11

一般社団法人

大館市観光協会 会長
石 田 雄 一

〒017-0044

大館市御成町一丁目3番 1号

八幡平市商工会 会長 高 橋 富 一
可
-028-7111

人幡平市大更第 35地割 63-85

一般社団法人

八幡平市観光協会 会長
米 り|1 次 郎

〒028-7303

人幡平市柏台一丁目28番地

十和田八幡平

観光物産協会 会長
千 葉 潤 一

〒018-5201

鹿角市花輪字新田町 11番地 4
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参考1

幹 事 (8団体 012名
)

岩手県 政策地域部地域振興室 交通課長 大 坊 哲 央

秋田県 観光文化スポーツ部 交通政策課長 杉 山   徹

鹿角地域振興局 総務企画部長 佐 藤 秀 継

盛岡市 建設部 交通政策課長 千 田   敏

商工観光部 観光交流課長 小笠原 千 春

滝沢市 都市整備部 交通政策課長 大 宮 訓 召

八幡平市 商工観光課長 小山田   巧

地域振興課長 津志田 勇 孝

大館市 産業部 移住交流課長 佐 藤 和 浩

鹿角市 産業部 産業活力課長 花 海 義 人

東日本旅客鉄道株式会社盛岡支社

営業部販売促進課 観光開発課長
松 倉 幸 道
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花輪線利用促進協議会規約

設 定  平成21年 11月 20日

(名 称 )

第 1条 この会は、花輪線利用促進協議会 (以下 「協議会」とい う。」と称する。

(目 的)

第 2条 協議会は、花輪線の利用促進を図るため、所要の活動を行 うことを目的とす

る。

(事業)

第 3条 協議会は、前条の目的を達成するために、次の事業を行 う。

(1)花輪線の沿線住民の利用啓発、利用促進に資する事業

(2)花輪線の観光利用の促進に資する事業

(3)そ の他 目的達成に必要な事業

(組織 )

第 4条 協議会の正会員は、次の各号に掲げるものとする。

(1)盛岡市、滝沢市、人幡平市、鹿角市、大館市

(2)岩手県、秋田県

(3)東 日本旅客鉄道株式会社盛岡支社

2 協議会の賛助会員は、次の各号に掲げるものとする。

(1)こ の会の趣旨に賛同する市町村

(2)前項第 1号に掲げる市町村に所在 し、この会の趣 旨に賛同する経済団体等

(3)前 2号に掲げるもののほか、この会の趣旨に賛同するもの

(役員 )

第 5条 協議会に、次の役員を置く。

(1)会  長  1名

(2)副 会 長  1名

(3)監  事  1名

2 役員は、正会員の中から総会において選出する。

3 役員の任期は 2年 とし、再任を妨げない。また、補欠のため選任された役員の任
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期は、前任者の残任期間とする。

4 役員は、辞任又は任期満了後においても、後任者が就任するまでは、その職務を

行 うものとする。

(職務 )

第 6条 会長は、協議会を代表し、会務を統括する。

2 副会長は、会長を補佐し、会長に事故あるときは、その職務を代行する。

3 監事は、協議会の経理を監査する。

(会議)

第 7条 協議会の会議は、総会及び幹事会とする。

(総会)

第 8条 総会は、会長が招集し、その議長となる。

2 総会は、第4条に掲げる正会員及び賛助会員 (以下「会員」という。)を もつて

構成し、次に掲げる事項を審議決定する。

‐(1)事業計画の決定及び変更に関すること

(2)予算及び決算に関すること

(3)規約の制定及び改廃に関すること

(4)その他会長が必要と認めた事項に関すること

3 総会は、会員の過半数の出席をもつて成立する。

4 会員は、やむを得ない理由により出席できない場合は代理を出席させることがで

きることとし、その者の出席をもつて当該会員の出席とみなす。

5 会議の議決は、出席会員の全員一致で決する。

(幹事会)

第 9条 幹事会は、会長が招集し、協議会事務局の長がその議長となる。

2 幹事会は、正会員の所属する団体等の代表者が指名する者をもつて組織し、次に

掲げる事項を審議する。

(1)総会に付議する事項に関すること

(2)協議会の目的を達成するために実施する事業の企画、運営に関すること

(3)その他会長が必要と認める事項に関すること

(事務局)

第 10条 協議会の事務を処理させるため、会長が所属する市町村の担当部局に事務
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」R花輪緑路線距離等詳細

駅 名 読  み 起点から 駅間距離 備  考

(盛 岡 ) (もりおか) (21.3)
盛

岡
市

IGRいわて銀河鉄道(株 )

(盛岡～好摩間 21.3km)

(3.2)
(青 山 ) (あおやま) (18.1)

(2.4)
([訂 ) (く りやがわ) (15.7)

(4.6)
(巣 子 ) (すご) (11.1)

滝

沢
市

(2.0)
(滝 沢 ) (たきざわ) (9.1)

(4.4)
(渋 民 ) (しぶたみ) (4.7) 盛

岡
市

(4.7)

好  摩 こうま 0.0
(1駅 )

4.Okm
1標高 207.679m)

4.9器
東 大 更 ひがしおおぶけ 4.9

八
幡
平
市

(12駅 )

52.8km

4.1

大  更 おおぶけ .3.0

4.7
平  館 たいらだて 13.7

1.9
北   森 きたもり 15.6

2.2
松尾八幡平 まつおはちまんたい 17.8 (標高 289107m)

7.2
安比高原 あっぴこうげん 25.0 (標高 504.383m)

5.0
赤 坂 田 あかさかた 30.0 標高 385144m)

3.6
小屋の畑 こやのはた 33.6

4.0
荒屋新町 あらやしんまち 37.6 標高 301.596m)

2.7
横  間 よこま 40.3 標高 329.155m)

8.8
田  山 たやま 49.1

6.7
兄  畑 あにはた 55.8

4.1器
湯瀬温泉 ゆぜおんせん 59.9

鹿
角
市

(8駅 )

28.Okm

(標高 223.452m)
4.3

八 幡 平 はちまんたい 64.2 (標高 169199m)
i.9

陸中大里 りくちゅうおおさと 66.1
3.6

鹿角花輸 かづのはなわ 69.7 〔標高 133067m)
4.7

柴  平 しばひら 74_4
3.3

十和田南 とわだみなみ 77.7 標高 113660m)
4.5

末  広 すえひろ 82_2
2.4

土 深 井 どぶかい 84.6
2.0器

沢  尻 さわじり 86.6

大
館
市

(6駅 )

22.lkm

3.0
十 二 所 じゅうにしょ 89.6

2.5
大滝温泉 おおたきおんせん 92.1

6.5
扇  田 おうぎた 98.6

4.7

東 大 館 ひがしおおだて 103.3
3.6

大  館 おおだて 106.9 標高 56972m)

路線テ
・―タ

1067mm
単 線

電 じ式 リト層口化
式 式

主な接続路線等
ヽ 名 乗り換え

大 館 」R奥材1,不緑

好 厚 IGRいわて銀河鉄遭
宮菜距離 106.9km
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